
 

高等学校における 

支援教育推進フォーラム 

と  き ： 令和６年 11月 27日（水）午後２時～午後５時 

ところ ： 大阪府教育センター 



 

次 第 

 

1. 開会あいさつ 

大阪府教育庁 教育振興室 高校改革課長 建元 真治 

 

2. 基調講演 

個別的なニーズのある生徒への卒業後の社会的自立に向けた支援について 

独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 

発達障害教育推進センター総括研究員 井上 秀和  

 

～ 休 憩 ～ 

 

3. 実践報告Ⅰ 

障がいにより配慮を要する生徒支援にかかる校内支援体制 

府立阿倍野高等学校 教諭 三宅 良一 

 

4. 実践報告Ⅱ 

生徒とともに歩む みのひがの通級指導 

府立箕面東高等学校  首席 山田 佳枝 



基調講演 

「個別的なニーズのある生徒への卒業後の社会的自立に向けた支援について」 

独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 

発達障害教育推進センター総括研究員 井上 秀和 

○ 略歴 

⚫ 宮崎県立高等学校教諭 

⚫ 宮崎県立支援学校教諭 巡回支援担当 

⚫ 宮崎県教育研修センター、宮崎県教育庁特別支援教育課兼高校教育課 指導主事 

⚫ 国立特別支援教育総合研究所 発達障害教育推進センター 総括研究員 

 

 

○ 専門分野 

⚫ 発達障がい 

⚫ 通級による指導 

⚫ 特別支援教育 

 

 

○ 論文・著書等 

⚫ 発達障害のある児童生徒を対象とする通級指導教室における「信頼感」を育むことを意識した支援と指導 

－発達段階と障害種による特徴からー 

⚫ 「学びへのアクセス」という観点から見える発達障害のある児童生徒を対象とした通級指導教室の役割 

－「教科の内容を取り扱いながらの自立活動の指導」の全国調査結果からー 

⚫ 発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブックー就労支援編－ 

⚫ 発達障害のある高校生のキャリア教育・進路指導ハンドブックー進路支援編－ 
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実践報告Ⅰ・Ⅱ 
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1．はじめに 

阿倍野高校は、令和３年度より電動車いすを利用

する生徒が入学した。新入生は筋力の低下による運

動機能障がいや心機能の低下による疾患があった。

また、側弯症の進行による痛みに配慮しながら生活

を支援した。本校の課題と介助員との協働について

実践報告をおこなう。 

府立高校には障がいにより配慮が必要な生徒が

入学している。しかし、各校の実践例を知る機会は

意外と少ない。生徒受け入れ時から府立学校の教員

はどのような課題を抱え、教育を実践しているのか、

本校の実践例を報告したい。 

２．本校の取り組み 

入学した生徒の希望は何か。高校という集団で学

習に励み、人間関係を築きながら自己実現を達成し

たいということだった。まず教員は生徒の希望に対

してアセスメントをとることに努めた。具体的には

登下校時間、体育Ⅰ・美術Ⅰ・家庭総合など実技科

目の授業の受け方、トイレの環境整備が挙げられる。

さらに生徒の動線を考慮した HR教室、定期考査時

の配慮、校外学習、体育大会種目を検討した。 

しかし、入学段階から私たちには不安があった。

授業準備やトイレ介助、体育等で必要な着替えなど

生活支援を担う介助員の数的確保を早急に行った。

実際、介助員は学級担任や保護者と情報共有の役割

を担うなど、不可欠な存在だった。つぎの表は、本

校の登校日と行事日を示したものである。 

また、各年度で目標にした支援テーマである。 

つぎの表は生徒支援に向けて本校教員と協働して

いただいた NPO 法人自立生活支援センターである。 

令和３年度２学期から、週５日分の介助員の確保が

できた。令和３年度は介助員を確保できなかった日

が 35 日もあり、そこは教員が生徒支援に努めた。 

３．今後の取り組みの充実へ向けて 

本校は、大阪府学校支援人材バンクの学校生活支

援員として、20名を超える法人職員を個人登録し、

自立支援に関わる外部人材の活用を図った。支援の

方向性を共有するためケース会議も行うことで生

徒支援は充実した。人材確保は苦労をともなうが、

地域の自立生活支援センターに相談することをす

すめたい。本校の生徒は学業にも励んだことで志望

大学に合格した。お世話になった法人には大学生活

支援サービスも引き続き担当していただいている。 

本校でのこうした取り組みをふまえ、一定の生徒

支援を実現した。しかし、現実的に受け入れとなる

と見通しがたたず、障がいのある生徒の受け入れに

不安を感じるかもしれない。その理由は府立学校と

福祉の協働経験が少なく、生徒を支える受け入れ体

制が構築されていない現実があると考える。今後、

多様な教育活動を展開する府立学校においても生

徒が高校に進学し、自分らしく生活していくことを

希望している。また、保護者も府立高校への進学を

希望するケースが増えている。 

最後の提言として、介助員を外部人材に頼る場合、

有償ボランティアで確保する現行制度から報酬や

契約内容の見直しを図ってほしい。活用しやすい制

度が実現すると府立高校の魅力と教育力は高まる

のだと思う。 

高等学校における支援教育推進フォーラム １１月２７日（水） 

実践報告 三宅 良一 （府立阿倍野高等学校） 

障がいにより配慮を要する生徒支援にかかる校内支援体制 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

一日 99 105 107

半日 36 68 63

登校日に活用なし 35 14 5

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

登校日 183 192 175

行事日 10 14 10

１年生 高校生活のリズムに合わせた生活の定着

２年生
自分の将来を考える時間をもつ

修学旅行に参加する

３年生
進路希望の実現

高校と大学の接続

1 Ｐ法人さん 東大阪市

2 Ａ法人さん 都島区

3 Ｔ法人さん 東住吉区

4 Ｍ法人さん 住之江区

5 Ｋ法人さん 東成区

6 Ｍ法人さん 天王寺区
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